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我が国では近年若者の自然科学に対する興味の低下が問題となり、特に地球科学の分野でこの傾向の顕著であ
ることが、さまざまな視点から検討され報告されている。ここでは主に本学における地球科学教育の現状をまとめ
て、多くの若者たちにいかに魅力的に地球の姿を紹介することができるか、そして地球科学に興味を抱かせること
ができるかを探るための報告とする。 
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本学では全学共通科目として、1995 年度から前期に&#34;地球科学の基礎&#34;を、後期に&#34;地球科学の先端
&#34;を開講しており、履修者は家政学部・文芸学部・国際文化学部の主に1-2 年次の学生である。1995 年度から
2000 年度までの６年間の１学年の学生数は平均して1,100 人程度であり、&#34;地球科学の基礎&#34;は平均 29%、
&#34;地球科学の先端&#34;は平均 24%の学生が履修している。他の自然科学系の科目の内の数学・物理・化学・生
物系科目と履修率を比較することは、用意しているコマ数や時間帯が異なるために容易ではないが、例年本学の学
生にとっては数学・物理系と比べて化学・生物・地学系の科目の方が親しみやすい傾向がみられる。化学・生物・
地学系の間では有意な差は認められず、より身近なテーマを探して履修科目を選んでいるようである。地学につい
ては、受験に有利でないなどの理由から高校で履修してこない学生が多く、大学で受講することへの不安の声を聞
く。そこで&#34;地球科学の基礎&#34;では固体地球の概説も行いながら、学生に対しては、地球に興味を抱くこと、
地球への理解を深めること、そして科学的な思考に馴れることを期待している。地球科学を専門にする立場ではな
いが、家庭あるいは社会において次の世代を育てる中心となる女子学生たちが、地球についてしっかりと認識する
ことは、地球と人類の未来にとってきわめて重要であると考える。 

他大学については、地球科学系の科目が設置されている状況を調べた。主に首都圏にあって多くは女子大であ
り、それぞれのカリキュラムとシラバスを参考にして、これまで 17 大学を調査した。学生数など規模にはばらつ
きがあるが、いずれも地球科学を専門としない学部や学科であることを条件にして、全学共通・教養・基礎・総合
などの分野から、&#34;地球&#34;をキーワードに科目を選んだ。&#34;自然科学&#34;や&#34;科学史&#34;の中で地
球を扱っている場合もこれを加えたところ 12 校が該当した。予想したより多くの大学で&#34;地球&#34;が扱われ
ていると感じたが、担当者によっ 


